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1. 津波シミュレーション 

1.1 千葉県における過去の津波被害 

三方を海で囲まれた千葉県は、津波発生時における被害を受けやすい地理的環境にある。 

過去において、千葉県に大きな津波被害を与えたと考えられているのは延宝地震（1677）、

元禄地震（1703）である。 

なお、揺れによる土砂崩れや家屋の倒壊などの多くの被害が発生した大正関東地震（1923）

でも津波は発生しているが、津波による被害の詳細はわかっていない。 

 

図 1.1-1 延宝地震（1677）と元禄地震（1703）の津波痕跡記録図 

 ※出典（延宝地震）：竹内ら、延宝房総沖地震津波の千葉県沿岸～福島県沿岸での痕跡高調査 

 ※出典（元禄地震）：行谷ほか（2011）、南関東沿岸の地盤上下変動から推定した 1703 年元禄関東地震 

      と 1923 年大正関東地震の断層モデル、活断層・古地震研究報告、No.11、p107-120,2011 
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表 1.1-1 過去の地震津波の被災状況と地震規模一覧 

西暦 

（年月日） 

和暦 

（年月日） 
地震の名称 被災地域 

規模 

（M） 

1677.11.04 延宝 05.10.09 延宝地震 磐城・常陸・安房・上総・下総 8.0 

1703.12.31 元禄 16.11.23 元禄地震 江戸・関東諸国 7.9～8.2 

※関東大震災でも津波被害が発生しているが、詳細は不明なので掲載しない。 

※出典：千葉県 HP 

 

1.2 検討対象領域及び検討ケース 

1.2.1 検討対象領域 

津波シミュレーションの検討対象領域は千葉県沿岸部全域とする（図 1.2-1 参照）。 

津波シミュレーション条件設定においては気象庁の津波警報・注意報等の予報発表区域に

準拠し、以下の 3 つの区域分割に留意して行った。これは、気象庁による津波予報が図 1.2-1

の沿岸 3 区域において、区域内での最大津波高として公表されることに対応するためである。 

 

① 千葉県九十九里・外房  （犬吠埼～野島崎） 

② 千葉県内房       （野島崎～富津岬） 

③ 東京湾内湾（千葉県）  （富津岬～浦安市） 

 

図 1.2-1 検討対象領域 
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1.2.2 検討ケース 

地震発生から沿岸に津波が到達するまでの時間や津波浸水範囲を踏まえ、市町村の避難計

画立案に寄与することを念頭に千葉県沖合近傍で発生する大規模津波を基本とする。 

千葉県で延宝地震と元禄地震の津波浸水予測図を平成 18 年度に公表して以降、元禄地震に

ついては新たな知見を加えた断層モデルが提案されている。また、気象庁津波警報との対応

や、東京湾内で想定される最大クラス津波を考慮し、表 1.2-1 に示すようなケースを行う。 

表 1.2-1 検討ケース一覧 

ケース名 検討内容概要 

① 

九十九

里・外房 

② 

内房 

③ 

東京 

湾内 

元禄地震による 
浸水範囲予測 

・ 最新の知見を元に提案された元禄地震震源モデル
（行谷モデル、2011）を用い、千葉県全沿岸での
津波高、津波浸水範囲、津波到達時間を予測 

● ● ● 

気象庁津波警報に 
対応した 

津波浸水予測 

・ 気象庁津波予報区分改訂案のうち、波高の大きな 3

区分（3m、5m、10m）の津波高さに対応した３ケ
ースとする 

・ 地震波源モデルは、1703 元禄地震（行谷モデル）
および 1677 延宝地震（既往検討モデル）の 2 つを
基本とし、すべり量をパラメータとして、沿岸の水
深 1m 地点津波高が 3m、5m、10m となるように適
切な震源モデル設定を行う 

● ●  

東京湾内で想定さ
れる最大クラス 

津波での 
津波浸水予測 

・ 東京湾内に襲来する最大クラス津波の浸水範囲を
推定する 

・ 最大クラス津波とは、東京湾口での津波高 10m 規
模とする 

  ● 

 

1.2.3 地震波源モデル 

元禄地震で採用する新たな知見を加えた断層モデルである行谷モデル（行谷ほか、2011）

※3 による波源モデルを図 1.2-3 に示す。 

また、気象庁津波警報に対応した津波浸水予測で用いる延宝房総地震に関しては、新たな

地震モデルの提案などの研究が進んでいないため、平成 17 年度に県土整備部での検討※1 に

おいて使用された波源モデルを用いる。この波源モデルは中央防災会議モデル※2 のすべり

量を調整した波源モデルである。 

それぞれの波源モデルのすべり量分布図を図 1.2-4 に、すべり量分布図より算出した初

期地盤変動量分布図を図 1.2-5 に示す。 
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図 1.2-2 元禄地震行谷モデル（行谷ほか、2011）の断層面 

表 1.2-2 元禄地震行谷モデル（行谷ほか、2011）の諸元 
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元禄地震(1703) 松田らのモデル※1
 元禄地震(1703) 行谷らのモデル※3

 

  

図 1.2-3 新旧元禄地震波源モデルと初期地盤高変動量の違い 

※1 出典 ：平成 17 年度 県単海岸調査委託（津波対策・シミュレーション業務）報告書 H18.9 

※2 出典 ：中央防災会議「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に関する専門調査会」第 10 回資料 

※3 出典 ：行谷ほか（2011）、南関東沿岸の地盤上下変動から推定した 1703 年元禄関東地震と 1923 年 

      大正関東地震の断層モデル、活断層・古地震研究報告、N0.11、p107-120,2011 
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延宝地震(1677)※
2
 元禄地震(1703)※

3
 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2-4 地殻上下変動量分布からインバージョン解析により推定したすべり量分布図 

延宝地震(1677)※
2
 元禄地震(1703)※

3
 

 

 

 

図 1.2-5 初期地盤高変動量分布図 

※1 出典 ：平成 17 年度 県単海岸調査委託（津波対策・シミュレーション業務）報告書 H18.9 

※2 出典 ：中央防災会議「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に関する専門調査会」第 10 回資料 

※3 出典 ：行谷ほか（2011）、南関東沿岸の地盤上下変動から推定した 1703 年元禄関東地震と 1923 年 

      大正関東地震の断層モデル、活断層・古地震研究報告、N0.11、p107-120,2011 
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